
 

 

 

２０２０年２月２８日 

イ オ ン 株 式 会 社 

株式会社ニチイ学館 

 

 

イオン、ニチイ学館 

「企業主導型保育事業拠点の利用に関する契約」の締結について 
 

 

 イオン株式会社（取締役兼代表執行役社長：岡田 元也、以下「イオン」）と、株式会社ニチイ

学館（代表取締役社長：森 信介、以下「ニチイ学館」）は、２０２０年３月１日、ニチイ   

学館が全国で展開する企業主導型保育事業拠点について、イオン及びグループ会社の  

従業員が利用できるようアライアンスを定めた「企業主導型保育事業拠点の利用に関する

契約」を締結します。 

 

本契約により、イオン及びグループ会社の従業員は、ニチイ学館が全都道府県で展開する

企業主導型保育園８４カ所を利用することが可能となります。企業主導型保育事業を全国

的に展開する事業者同士が力を合わせ、相互扶助を図りつつ地域に対する保育インフラを

充実させる初めての取り組みになります。 

 

イオンは、２０１４年にグループ主要企業約７０社でダイバーシティ推進体制を整え、 

個社の課題に対応した取り組みを始めました。グループ内のダイバーシティ推進企業を 

表彰する「“ダイ満足”アワード」の開催、ダイバーシティに関する各種セミナーの    

実施に加え、企業主導型保育施設「イオンゆめみらい保育園」などのインフラ整備を進め、

ダイバーシティ経営の実現に向け取り組んでいます。 

 

ニチイ学館は、保育・医療・介護と福祉分野に幅広く事業展開する知見を活かし、    

２０１６年度から内閣府が定めた制度である企業主導型保育事業を活用した保育園展開を    

行っています。２０１７年度には、民間事業者として初めてとなる全都道府県での保育事業

展開を達成し、現在３００拠点以上（うち企業主導型８４拠点）で運営を行っています。  

また、当企業主導型保育事業では、保育士配置や季節の行事・食事など認可保育園と同水準

のサービスを提供しながら、同時に全都道府県で展開することにより、福利厚生側面で  

公平性の担保が図れる利点を有しています。 

 

イオンとニチイ学館は、今後も相互の密接な連携・協力により、子育て世帯の就労支援 

などの両立支援を中心にダイバーシティの推進に取り組んでまいります。 

 

 

 

契約名  企業主導型保育事業拠点の利用に関する契約 

 

契約締結日  ２０２０年３月１日 

 

利用企業の範囲  イオン株式会社 及び イオンの国内連結子会社１５９社 

（２０２０年３月 1日現在） 

 

 

 

 



 

 

 

企業主導型保育園とは 

企業主導型保育事業は、平成２８年（２０１６年）度に内閣府が開始した企業向けの助成

制度です。 企業が従業員の働き方に応じた柔軟な保育サービスを提供するために設置する

保育施設や、地域の企業が共同で設置・利用する保育施設に対し、施設の整備費及び運営費

の助成を行います。 

 

 

イオンゆめみらい保育園とは 

出産・育児休業を取得した従業員のスムーズな復職や、子育てをしながら働く従業員の 

活躍支援を目的に、２０１４年１２月にグループ事業所内保育施設として開園しました。 

現在では全国に３２園を展開しています。 

同園は、原則土日祝日・年末年始を含めた３６５日、７時から２２時まで開園しています。

また、曜日や時間と関係なく保育時間数による保育料金にすることで、従業員の金銭的な  

負担を軽減することにつなげています。 

 

 

ニチイ学館の保育園の特徴 

【保育理念は“おもいっきり遊ぶ おもいっきり学ぶ”】 

 「ニチイキッズ」のブランドのもと、企業主導型保育事業をはじめ、認可保育園・小規模

保育園から事業所内保育所など、子育て関連事業について幅広く展開しており、全都道府県

において保育園を展開する唯一の民間事業者です。 

 ０歳から５歳まで心身ともに日々目覚しく成長する子ども達の大切な時間をお預かりす

ること、また小学校に入学する前の準備期間という性質もあることから、“おもいっきり遊

ぶ おもいっきり学ぶ”を保育理念に据え、日々サービスの提供を行っています。 

 遊びを通して学ぶ要素を提供する、具体的には季節ごとの行事をはじめ、リトミック教育

や英語教育の提供、食育などを通じて「やさしく強く生き抜く力」を養います。 

 

 

【イオンゆめみらい保育園】          【ニチイキッズ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご参考 


